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（
一
）
言
杜
甫
の
詩
歌
の
集
と
し
て
、
現
在
の
日
本
で
最
も
行
性
の
高
い
も
の
に
、
岩
波
文
庫
『
杜
甫
詩

（
１
）』
（
川
洋
一
［
］
）
が
あ
る
。
同
書
は
收
各
詩
の
題
目
解
の
	頭
で
、
「
兵
車
行
」
を
「
七
言
歌 、
行 、
」
と
し
、「
石
壕
吏
」「
新
婚
別
」
を
「
五
言
古 、
詩 、
」
と
し
て
い
る
（
傍
點
、
長
谷
部
。
以
下
同
じ
）。
「
石
壕
吏
」
「
新
婚
別
」
は
、
「
新
安
吏
」
「
潼
關
吏
」
「
垂
老
別
」
「
無
家
別
」
と
と
も
に
、
「
三
吏
三
別
」
と
總
稱
さ
れ
六
首
か
ら
な
る
作
品
群
を
形

す
る
も
の
で
あ
る
。
文
學
史
常
識
で
は
、［

］杜
甫
の
「
兵
車
行
」
び
「
三
吏
三
別
」
は
、
彼
が
創
作
し
た
新
し
い
樂
府
體
の
詩
で
あ
り
、［
中
］白
居
易
ら
の
新
樂
府
の
提
唱
は
、
こ
の
新
し
い
詩
の

と
方
法
と
を
繼
ぐ
も
の
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
（
２
）。
「
兵
車
行
」
と
「
三
吏
三
別
」
は
、
文
學
史
上
、
杜
甫
創
作
に
よ
る
新
し
い
樂
府
體
の
詩
と
見
な
さ
れ
な
が
ら
も
、
『
杜
甫
詩
』
に
お
い
て
、

は
「
七
言
歌 、
行 、
」
と
さ
れ
、「
石
壕
吏
」「
新
婚
別
」
を
「
五
言
古 、
詩 、
」
と
さ
れ
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
（
二
）
詩
型
ス
タ
イ
ルと
樣
式
ジ
ャ
ン
ル
そ
の
一
ま
ず
確
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
歌
行
」
な
る
語
は
代
詩
歌
の
樣
式
（
g
en
re）
上
の
分
用
語
で
あ
り
、
「
古
詩
」
な
る
語
は
代
詩
歌
の
詩
型
（
sty
le）
上
の
分
用
語
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。體
詩
の
形
式
が
確
立
し
た
代
で
は
、
「
古
體
（
古
詩
）

體
」
と
い
う
詩
型
（
sty
le）
上
の
對
立
が
第
一
の
基
準
で
あ
っ
た
（
３
）。
そ
れ
に
杜
甫
の
「
新
題
樂
府
」
に
つ
い
て
長
谷
部
剛
對
し
て
、
「
歌
行
」
は
魏
期
の
「
樂
府
」
が
多
く
「
～
行
」
の
詩
題
を
用
い
て
い
た
こ
と
を
意
識
に
倣
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
樂
府
」
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
來
歌
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
「
樂
府
」
は
、
魏
六
期
で
は
「
徒
詩
（
歌
わ
れ
な
い
詩
）」
と
對
立
し
て
詩
歌
の
分
基
準
を
形
し
た
が
、
「
樂
府
」
（
び
「
歌
行
」
）
は
	代
で
は
詩
型
上
の
分
に
は
入
ら
な
い
、
樣
式
（
g
en
re）
上
の
分
用
語
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
杜
甫
「
兵
車
行
」
は
、
詩
型
か
ら
見
れ
ば
「
七
言
古
詩
」
で
あ
り
、
樣
式
か
ら
見
れ
ば
「
歌
行
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
４
）。
問
題
な
の
は
「
三
吏
三
別
」
で
あ
る
。
詩
型
が
「
五
言
古
詩
」
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、「
石
壕
吏
」「
新
婚
別
」
な
ど
、
詩
題
を
「
～
行
」
と
し
て
お
ら
ず
、
樣
式
と
し
て
「
歌
行
」
に
屬
す
る
の
か
否
か

斷
が
容
易
で
は
な
い
。
「
三
吏
三
別
」
は

（
一
）
で
觸
れ
た
よ
う
に
「
兵
車
行
」
と
と
も
に
杜
甫
創
作
に
よ
る
新
し
い
「
樂
府
」
體
の
詩
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
「
三
吏
三
別
」
は
「
樂
府
」
「
歌
行
」
と
い
っ
た
樣
式
を
分
す
る
語
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か

以
で
こ
の
問
題
を
檢
討
し
た
い
。
（
三
）
杜
甫
「
三
吏
三
別
」
と
白
居
易
「
新
樂
府
」
そ
も
そ
も
「
三
吏
三
別
」
が
、
文
學
史
上
「
兵
車
行
」
と
と
も
に
、
杜
甫
が
創
作
し
た
新
し
い
樂 、
府 、
體
の
詩
で
あ
り
、
白
居
易
ら
の
新
樂
府
の
先
驅
存
在
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
根
據
は
奈
邊
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？そ
の
根
據
と
し
て
、
管
見
の
限
り
で
は
以
下
の
二
點
が
確
で
き
る
。
［
１
］
杜
甫
「
三
吏
三
別
」
も
白
居
易
ら
の
新
樂
府
も
と
も
に
爲
政
批

の
詩
で
あ
る
こ
と
。
［
２
］
白
居
易
「
與
元
九
書
」
に
「
三
吏
三
別
」
（
の
「
新
安
吏
」
「
石
壕
吏
」「
潼
關
吏
」）
に
つ
い
て
言
が
あ
る
こ
と
。
ま
ず
、［
１
］に
つ
い
て
。
例
え
ば
、
杜
甫
「
三
吏
三
別
」
の
「
潼
關
吏
」
と
白
居
易
「
新
樂
府
」
の
第
九
首
「
新
豐
折
臂

戒
邊
功
也
」
は
と
も
に
苛
な
兵
の
現
實
を
發
す
る
と
い
う
題
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
白
居
易
は
杜
甫
の
批



を
繼
承
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
意
す
べ
き
は
詩
型
の
不
同
で
あ
る
。
「
三
吏
三
別
」
は
す
べ
て
五 、
言 、
で
統
一
さ
れ
た
齊
言
體
で
あ
る
が
、
「
新
樂
府
」
は
七 、
言 、
を
基
と
し
た
雜
言
體
で
あ
る
。
白
居
易
と
と
も
に
中
	の
新
樂
府
動
中
國
詩
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叢
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を
擔
っ
た
元
の
「
和
李
校
書
新
題
樂
府
十
二
首
」
も
ま
た
七 、
言 、
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
三
吏
三
別
」
と
「
新
樂
府
」
の
詩
型
上
の
繼
承
性
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
確
で
き
る
。
に［
２
］に
つ
い
て
。
白
居
易
「
與
元
九
書
」
に
は
の
よ
う
に
あ
る
。
興
二
百
年
、
其
詩
人
不
可
數
。
可
擧
	、
陳
子
昂
有
「
感

詩
二
十
首
」、
鮑
防
有
「
感
興
詩
十
五
首
」。
又
詩
之
豪
	、
世
稱
李
・
杜
、
李
之
作
才
矣
奇
矣
、
人
不
矣
。
索
其
風
比
興
、
十
無
一
焉
。
杜
詩
最
多
、
可
傳
	千
餘
篇
、
至
於
貫
穿
今
古
、

縷
格
律
、
盡
工
盡
善
、
又
於
李
。
然
撮
其
「
新
安
吏
」
「
石
壕
吏
」
「
塞
蘆
子
」
「
留
門
」
之
章
、
「
朱
門
酒
肉
、
路
有
凍
死
骨
」
之
句
、
亦
不
三
四
十
首
。
杜
如
此
、
況
不
杜
乎
（
５
）。
こ
の
一
に
お
い
て
、
白
居
易
は
杜
甫
の
詩
歌
を
『
詩
經
』
六
義
の
傳
統
を
繼
承
す
る
も
の
と
し
て
高
く
價
し
て
い
る
。
そ
こ
に
擧
げ
ら
れ
て
い
る
杜
詩
は
、
「
三
吏
三
別
」
の
「
新
安
吏
」
「
石
壕
吏
」
、
び
「
塞
蘆
子
」
「
留
門
」
、
そ
し
て
「
朱
門
酒
肉
、
路
有
凍
死
骨
」
の
句
を
含
む
「
自
京
赴
奉
先
縣
詠
懷
五
百
字
」
い
ず
れ
も
五 、
言 、
古
詩
で
あ
る
。
白
居
易
「
新
樂
府
」
は
そ
の
自
序
に
「
首
句
標
其
目
、
卒
章
顯
其
志
、
『
詩
』
三
百
之
義
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
詩
經
』
の
諷
諫
の

を
繼
承
し
た
こ
と
が
白
居
易
自
身
に
よ
っ
て
言
明
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
白
居
易
の
文
學
思
想
で
は
、「
新
安
吏
」「
石
壕
吏
」
な
ど
の
杜
詩
と
「
新
樂
府
」
は
と
も
に
『
詩
經
』
の
傳
統
が
貫
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
①
右
に
擧
げ
た
「
與
元
九
書
」
の
一
は
、
「
三
吏
三
別
」
と
「
新
樂
府
」
と
の
關
係
に
言
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
②
「
新
樂
府
」
は
元
和
四
年
（
八
〇
九
）
白
居
易
三
十
八
の
作
、
「
與
元
九
書
」
は
元
和
十
年
（
八
十
五
）
白
居
易
四
十
四
の
作
で
、
兩
	の
に
は
六
年
の
た
り
が
あ
り
、
そ
の
に
文
學
思
想
に
變

が
生
じ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
こ
と
、
③
「
與
元
九
書
」
が
擧
げ
る
杜
詩
は
い
ず
れ
も
五
言
の
齊
言
體
、
「
新
樂
府
」
が
七
言
を
基
と
し
た
雜
言
體
で
あ
る
こ
と
の
三
點
か
ら
考
え
て
、
樣
式
上
あ
る
い
は
詩
型
上
、
杜
甫
「
三
吏
三
別
」
が
白
居
易
「
新
樂
府
」
に
直
接
・

體
な
影
を
ぼ
し
て
い
る
、
と
斷
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
［
１
］［
２
］
を
じ
て
確
で
き
る
の
は
、
白
居
易
は
（
「
三
吏
三
別
」
な
ど
の
）
杜
詩
に
、
爲
政
	批
を
旨
と
す
る
『
詩
經
』
の
傳
統
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
め
、
そ
れ
を
繼
承
し
よ
う
と
し
た
、
と
い
う

、

、
杜
甫
の
「
新
題
樂
府
」
に
つ
い
て
（
長
谷
部
）
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な
側
面
だ
け
な
の
で
あ
る
。
「
新
樂
府
」
は
白
居
易
自
身
の
命
名
で
あ
る
（
６
）。
そ
れ
を
承
け
て
、［
北
宋
］
郭
倩
『
樂
府
詩
集
』
に
は
「
新
樂
府
辭
」
な
る
部
門
が
立
て
ら
れ
る
（
卷
九
十
～
一
〇
〇
）。
と
こ
ろ
が
、
『
樂
府
詩
集
』
の
「
新
樂
府
辭
」
に
杜
甫
の
（
「
兵
車
行
」
は
收
め
ら
れ
る
も
の
の
）「
三
吏
三
別
」
は
收
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
郭
倩
が
「
三
吏
三
別
」
を
「
樂
府
」
と
め
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
（
四
）「
新
題
樂
府
」
「
三
吏
三
別
」
は
「
樂
府
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
代
に
お
け
る
「
樂
府
」
「
歌
行
」
製
作
の
實
態
お
よ
び
そ
の
表
現
機
能
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
松
浦
友
久
「
樂
府
・
新
樂
府
・
歌
行
論
表
現
機
能
の
同
を
中
心
に
（
７
）」、
松
原
「『
歌
行
』
の
形

	


初
を
中
心
に
し
て
（
８
）」
「
杜
甫
の
歌
行
そ
の
歌
行
史
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
（
９
）」
な
ど
、
核
心
な
論
考
が
複
數
發
表
さ
れ
て
い
る
。
葛
曉
「
新
樂
府


和
界
定
（
）」
「
論
杜
甫
新
題
樂
府
（
）」
は
、
右
に
擧
げ
た
先
行
究
を
踏
ま
え
た
、
比
較
最
の
代
樂
府
・
歌
行
に
つ
い
て
の
究
で
あ
る
。

「
新
樂
府
…
…
」
は
、
元
・
白
居
易
ら
の
「
新
樂
府
」
に
つ
い
て
以
下
の
三
點
の
基
準
を
げ
る
。
１
．
歌
辭
性
の
題
目
ま
た
は
三
字
の
題
を
中
心
と
す
る
樂
府
式
の
標
題
を
持
つ
。
あ
る
い
は
采
詩
官
に

さ
れ
る
こ
と
を
希
す
る
旨
の
明
が
詩
序
に
あ
っ
た
り
、
標
題
が
、
事
件
事
實
に
し
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
代
に
な
っ
て
生
ま
れ
た
新
題
で
あ
る
。
２
．
容
は
、
時
代
や
會
を
諷
刺
し
民
衆
の
し
み
を
傷
む
こ
と
を
と
す
る
。
あ
る
い
は
、
會
や
風
俗
へ
の
批
 を
!じ
て
、
何
ら
か
の
人
生
經
驗
を
總
括
し
た
り
會
現
象
を
"括
し
た
り
す
る
。
３
．
表
現
機
能
は
#點
の
三
人
稱
$と
場
面
の
客
體
$を
中
心
と
し
、
二
人
稱
お
よ
び
作
の
議
論
や
%
&を
插
入
す
る
。
作

の
感
%は
時
代
へ
の
批
'に
發
す
る
も
の
で
、
個
人
な
感
%・
意
志
を
(べ
た
も
の
で
は
な
い
。
後
の
「
論
杜
甫
…
…
」
は
、
（
元
・
白
「
新
樂
府
」
よ
り
で
あ
る
）
杜
甫
の
詩
歌
の
な
か
で
右
の
三
點
の
基
準
を
滿
た
す
も
の
を
「
新
題
樂 、
府 、
」
と
名
付
け
て
い
る
。
同
論
文
が
「
新
題
樂
府
」
と
し
て
分
)す
る
杜
詩
は
、
以
下
の
三
十
一
首
で
あ
る
（
詩
型
に
よ
る
分
)は
長
谷
部
に
よ
る
）。
中
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叢
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［
Ａ
］
五
言
體
（
十
首
）
「
塞
蘆
子
」
「
三 、
吏 、
三 、
別 、
（
計
六
首
）」
「
留
門
」
「
客
從
」
「
白
馬
」
［
Ｂ
］
七
言
體
、
お
よ
び
七
言
を
基
と
し
た
雜
言
體
（
二
十
一
首
）
「
兵
車
行
」
「
貧
交
行
」
「
沙
行
」
「
哀
王
孫
」
「
悲
陳
陶
」
「
悲
坂
」
「
哀
江
頭
」
「
洗
兵
馬
」
「
大
麥
行
」
「
光
祿
坂
行
」
「
戰
行
」
「
去
秋
行
」
「
狩
行
」
「
負
行
」
「
最
能
行
」
「
折
檻
行
」
「
虎
牙
行
」「
錦
樹
行
」「
自
	」「

晏
行
」「
蠶
行
」
葛
論
文
は
「
三
吏
三
別
」
を
「
新
題
樂 、
府 、
」
す
な
わ
ち
「
樂
府
」
と
し
て
分
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
意
す
べ
き
こ
と
は
、
「
新
題
樂 、
府 、
」
三
十
一
首
の
う
ち
二
十
一
首
が
、
［
Ｂ
］
の
「
七
言
體
、
お
よ
び
七
言
を
基
と
し
た
雜
言
體
」
で
あ
り
、
そ
の
中
の
多
く
が
「
～
行
」
の
詩
題
を
用
い
る
「
七
言
歌 、
行 、
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
）。

（
三
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
白
居
易
「
新
樂
府
」
が
七 、
言 、
を
基
と
し
た
雜
言
體
、
元
の
「
和
李
校
書
新
題
樂
府
十
二
首
」
が
七 、
言 、
體
で
あ
る
こ
と
を
想
す
る
と
、
元
・
白
ら
の
新
樂
府
は
詩
型
と
い
う
點
で
は
杜
甫
の
「
新
題
樂
府
」［
Ｂ
］グ
ル
ー
プ
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。
（
五
）
詩
型
ス
タ
イ
ルと
樣
式
ジ
ャ
ン
ル
そ
の
二
こ
の
「
新
題
樂
府
」
の
「
新
題
」
な
る
語
は
、
杜
甫
よ
り
後
の
中
期
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
元
「
和
李
校
書
新
題
樂
府
十
二
首
」
の
序
文
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
予
友
李 、
公 、
垂 、
予
「
樂
府
新 、
題 、
」
二
十
首
、
有
謂
、
不

爲 （
）文
。
…
以
下
略
…
。
こ
れ
に
據
れ
ば
、
李
紳
（
字
は
公
垂
）
が
「
樂
府
新 、
題 、
」
二
十
首
を
製
作
し
そ
の
十
二
首
に
元
が
唱
和
し
た
、
そ
れ
が
「
和
李
校
書
新
題
樂
府
十
二
首
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
李
詩
は
佚
）。
こ
れ
に
關

し
て
、
元
「
樂
府
古
題
」
の
序
文
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
代
唯
詩
人
杜 、
甫 、
「
悲 、
陳 、
陶 、
」
「
哀 、
江 、
頭 、
」
「
兵 、
車 、
」
「
麗 、
人 、
」
等
、
凡
歌 、
行 、
、
皆

、
事 、
名 、
篇 、
、
無
復
倚
傍
。
予
少
時
與
友
人
樂 、
天 、
・
李 、
公 、
垂 、
輩
、
謂
是
爲
當
、
不
復
擬
賦
古 、
題 、
。
右
の
記
 か
ら
、
白
居
易
（
字
は
樂
天
）、
李
紳
、
そ
し
て
元
ら
は
、
杜
甫
の
歌
行
「
悲
陳
陶
」
「
哀
江
頭
」
「
兵
車
行
」
「
麗
人
行
」
が
時
事
杜
甫
の
「
新
題
樂
府
」
に
つ
い
て
（
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問
題
に
應
し
て
詩
篇
の
題
を
新
た
に
立
て
る
（
「
事
名
篇
」
）
の
を
規
範
と
し
て
、
古
樂
府
の
題
目
（
「
古
題
」
）
を
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
（
＝
擬
古
樂
府
を
製
作
す
る
の
で
は
な
く
）、
「
新
題
」
の
樂
府
を
製
作
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
）。「
麗
人
行
」
を
除
く
（
）、「
悲
陳
陶
」「
哀
江
頭
」「
兵
車
行
」
は
い
ず
れ
も
杜
甫
の
「
新
題
樂
府
」［
Ｂ
］「
七
言
體
、
お
よ
び
七
言
を
基
と
し
た
雜
言
體
」
に
屬
す
る
。

（
四
）

	の
葛
曉

「
論
杜
甫
新
題
樂
府
」
は
、
い
わ
ば
樣
式
ジ
ャ
ン
ル
論
の
觀
點
か
ら
元
・
白
「
新
樂
府
」
の
基
準
（
１
～
３
）
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
基
準
の
１
は
、
元
「
樂
府
古
題
」
序
文
で
提
示
さ
れ
た
「
新
題
」
と
「
古
題
」
の
對
比
、
お
よ
び
「
事
名
篇
（
時
事
問
題
に
應
し
て
詩
篇
の
題
を
新
た
に
立
て
る
）」
の
語
を
お
そ
ら
く
は
參
考
に
し
て
い
よ
う
。
杜
甫
「
三
吏
三
別
」
が
元
・
白
「
新
樂
府
」
の
基
準
（
１
～
３
）
を
滿
た
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
ず
、「
杜
甫
の
『
新
題
樂
府
』」
に
歸
屬
せ
し
め
る
葛
論
文
に
本
稿
は
論
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
樣
式
ジ
ャ
ン
ル論
の
觀
點
に
の
み
據
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
さ
ら
に
詩
型
ス
タ
イ
ル論
の
觀
點
を
も
入
し
た
い
。
杜
甫
「
兵
車
行
」
「
三
吏
三
別
」
な
ど
「
新
題
樂
府
」
の
特
を
、
以
下
の
ご
と
く
、
（
樣
式
か
ら
見
て
）［
α
］
［
β
］、
（
詩
型
か
ら
見
て
）［
γ
］の
三
點
に

に
ま
と
め
た
。
［
α
］
題
目
：
古
樂
府
の
題
目
（
「
古
題
」
）
を
踏
襲
せ
ず
（
＝
擬
古
樂
府
を
製
作
す
る
の
で
は
な
く
）
新
た
に
題
を
立
て
る
。
［
β
］
容
：
時
事
問
題
へ
の
い
關
心
に
基
づ
き
、
會
批
の
傾
向
を
持
つ
。
（
以
上
、
樣
式
か
ら
見
た
も
の
）
［
γ
］詩
型
：［
Ａ
］
五
言
體
。「
三
吏
三
別
」
な
ど
［
Ｂ
］
七
言
體
、
お
よ
び
七
言
を
基
と
し
た
雜
言
體
。「
兵
車
行
」
な
ど
。
（
六
）
小
結
元
・
白
ら
の
「
新
樂
府
」
は
、
杜
甫
の
「
新
題
樂
府
」
の
う
ち
、
［
α
］
［
β
］
、
そ
し
て
［
γ
］
の
［
Ｂ
］
を
、
よ
り
直
接
・
體
な
モ
デ
ル
と
し
た
（
）と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
杜
甫
の
（
擬
古
樂
府
で
は
な
く
）「
歌 、
行 、
」
の
な
か
で
會
批
の
容
を
持
つ
七
言
（
あ
る
い
は
雜
言
）
古 、
詩 、
に
、
元
・
白
ら
の
「
新
樂
府
」
と
の
似
性
が
め
ら
れ
る
。
一
方
、
「
三
吏
三
別
」
な
ど
五
言
の
「
新
題
樂
府
」
は
、
元
・
白
ら
「
新
樂
府
」
の
詩 、
型 、
上
の
モ
デ
ル
と
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
「
樂
府
」
に
歸
屬
せ
し
め
る
だ
け
の
十
分
な
因
に
缺
け
て
お
り
、
た
だ
單
に
「
五
言
古 、
詩 、
」
と
見
做
さ
れ
る
趨
勢
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
で
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
二
集
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き
る
。［
北
宋
］郭
倩
『
樂
府
詩
集
』
や
岩
波
文
庫
『
杜
甫
詩
』
が
そ
の
例
で
あ
る
。
端
に
言
え
ば
、
杜
甫
の
「
三
吏
三
別
」
な
ど
五
言
の
「
新
題
樂
府
」
は
、
「
兵
車
行
」
な
ど
七
言
の
そ
れ
に
比
べ
て
位
置
づ
け
が
些
か
し
い
作
品
群
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
三
吏
三
別
」
は
、
杜
甫
と
同
時
代
人
で
あ
る
元
結
（
七
二
三
～
七
七
二
）
の
「
系
樂
府
十
二
首
」
と
の
關
が
指
摘
さ
れ
る
（
）點
で
も
極
め
て
重
な
作
品
で
あ
る
。
「
三
吏
三
別
」
に
つ
い
て
は
、
特
に
元
結
と
の
關
わ
り
を
中
心
に
稿
を
改
め
て
論
じ
る
必
が
あ
る
。
［
］
（
１
）
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
一
	第
一
刷
。
（
２
）

野
直
彬［
］『
中
國
文
學
史
』
一
〇
二
・
一
〇
六
ペ
ー
ジ
（
佐

保［
執
筆
］、
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
九
六
年
二
	第
二
十
三
刷
。
（
３
）
松
浦
友
久
『
中
國
詩
三
―
詩
―
』
解
「
詩
の
分
」
に
據
る
（
現
代

文
庫
、
會
思
想
、
一
九
八
七
年
五
	初
版
第
二
十
一
刷
）。
（
４
）
こ
の
意
味
で
、
岩
波
文
庫
『
杜
甫
詩
』
が
詩
題
解
の
頭
で
「
兵
車
行
」
を
「
歌
行
」
と
し
「
三
吏
三
別
」
を
「
古
詩
」
と
す
る
の
は
詩
型
と
樣
式
を
同
一
元
で
分
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
不
切
で
あ
る
、
と
斷
さ
れ
る
。
（
５
）
本
文
は
朱
金
［
箋
校
］
『
白
居
易
箋
校
』
（
上
古
出
版
、
一
九
八
八
年
十
二
	）
に
據
る
。
（
６
）
太
田
男
「
田
本
白
氏
文
集
の
究
本
文
を
中
心
と
し
て
」
參
照
。
太
田
男
・
小
林
規
［
］
『
田
本
白
氏
文
集
の
究
』
收
、

 
、
一
九
八
二
年
二
	。
（
７
）
『
中
國
詩
歌
原
論
比
較
詩
學
の
!題
に
"し
て
』
收
、
一
九
八
六
年
四
	、
大
修
#書
店
。
初
出
：
一
九
八
二
年
。
（
８
）
『
中
國
文
學
究
』
第
九
期
、
早
稻
田
大
學
中
國
文
學
會
、
一
九
八
三
年
十
二
	。
（
９
）
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
四
集
、
一
九
八
五
年
六
	。
（
$）
『
詩
國
高
%與
&
文
'』
收
、
北
京
大
學
出
版
、
一
九
九
八
年
五
	。
初
出
：
一
九
九
五
年
。
（
(）
〔
)〕（
$）

*書
收
。
初
出
：
一
九
九
六
年
。
（
+）
で
は
、［
Ａ
］の
十
首
を
「
五
言
歌 、
行 、
」
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
松
浦
友
久
「
空
吟
白
石
爛
（
『
秋
浦
歌
』
そ
の
七
）
『
歌
行
』
の
表
現
機
能
を
中
心
に
」
は
、
五 、
言 、
の
「
歌 、
行 、
」
で
あ
る
李
白
「
秋
浦
歌 、
十
七
首
」
に
つ
い
て
の
論
考
で
あ
る
（
『
詩
語
の
,相
詩
ノ
ー
ト
（
-訂
版
）』
收
、
文
出
版
、
一
九
九
五
年
）。
松
浦
論
文
は
「
歌
行
」
を
以
下
の
よ
う
に
定
義
す
る
。
①
擬
古
樂
府
題
を
用
い
ず
、
②
特
定
の
曲
.に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
こ
と
を

提
と
せ
ず
、
杜
甫
の
「
新
題
樂
府
」
に
つ
い
て
（
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③
歌
辭
な
、（
ア
）
詩
題
（
歌
・
行
・
吟
・
詞
・
曲
・
引
…
…
）、
（
イ
）
（
七
言
・
雜
言
）
、
（
ウ
）
措
辭
（
聯
體
・
雙
擬
對
…
…
）
、
な
ど
の
修
辭
を
用
い
た
も
の
。
［
Ａ
］の
十
首
は
、
右
の
①
・
②
の
條
件
を
滿
た
す
も
の
の
、
明
ら
か
に
③
を
滿
た
し
て
い
な
い
。
（
ア
）
「
～
歌
」
「
～
行
」
の
詩
題
を
取
ら
な
い
こ
と
、（
イ
）（
七
言
に
比
べ
て
莊
重
な
リ
ズ
ム
を
持
つ
）
五
言
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
「
三
吏
三
別
」
を
含
む
［
Ａ
］の
十
首
を
「
歌
行
」
と
は
見
做
さ
な
い
。
（
）
本
文
は
冀

［
箋
校
］『
元
集
』（
中
書
局
、
二
〇
〇
〇
年
六
）
に
據
る
。
（
	）
さ
ら
に
詳
し
く
は
、
靜
永
健
「
元
『
和
李
校
書
新
題
樂
府
十
二
首
』
の
創
作
意
圖
」
（
『
白
居
易
「
諷

詩
」
の
究
』
、

出
版
、
二
〇
〇
〇
年
二
。
初
出
：
一
九
九
一
年
）
を
參
照
。
（
）
「
麗
人
行
」
は
「
新
題
樂
府
」
で
は
な
く
、
古
樂
府
の
題
目
を
踏
襲
し
た
も
の
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
。
第
（
四
）


の
葛
曉
「
論
杜
甫
新
題
樂
府
」
を
參
照
。
（
）
白
居
易
「
新
樂
府
」
が
七
言
を
基
と
し
た
雜
言
體
（
三
三
七
句
式
）
、
元
の
「
和
李
校
書
新
題
樂
府
十
二
首
」
が
七
言
體
で
あ
る
こ
と
に
、「
張
王
樂
府
（
張
と
王
建
ら
の
樂
府
）」
の
詩
型
も
ま
た
影

を
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
、
謝
思
「
從
張
王
樂
府
詩
體
看
元
白

『
新
樂
府
』
念
」
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（『
宋
詩
學
論
集
』
收
、
務
印
書
、
二
〇
〇
三
年
三
。
初
出
：
一
九
九
九
年
）。
（
）
伊
正
文
「
杜
甫
と
元
結
・
『
篋
中
集
』
の
詩
人
た
ち
」
（
『
中
國
文
學
報
』
第
十
七
册
、
一
九
六
二
年
十
）。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
二
集
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